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はじめに
　私たちはニュータウン開発された三田市内において、残っている自然環境を生き物たちに
とってより良くするための薪簡単な方法親を探して、試して…といった活動を行っています。今
年度は、竹を利用したコンクリートブロックの作り方について紹介します。これは、三田市内を
流れる池尻川（コンクリートで固められた川）にホタル再生を目的に設置する予定のものです※。

方法
　マグホワイトと、補強材として竹を使用し
たブロックを作成しました。通常のコンク
リートはセメント・石・砂・水から構成され
ますが、今回は通常のセメントの代わりに、
マグホワイトと言う水硬性の中性硬化剤（水
を汚さない）を利用しました。マグホワイト
でつくったコンクリートブロックは強度が
弱いと言われています。私たちは、砂が多く
入った配合（配合１）と石が多く入った配合
（配合２）の２種類の配合（図１）と、それぞ
れの配合に補強材の竹（竹筋）を入れたもの、
入れないものの計４種類のブロックを作り
ました。そして、それぞれのブロックの強度
を比較しました。

結果・まとめ
　試験の結果、図２のように竹筋無しでは配合２が
配合１に比べ、強度が大きいことがわかりました。
また配合１では、竹を入れることで２倍近くの強度
を持つことが明らかになりました。配合２では竹
を入れないブロックの強度が大きくなりましたが、
それはコンクリート自体の強度が竹の強度より大
きかったことが原因と考えられます。今回は、竹を
１本しか入れませんでしたが、竹の本数を増やすこ
とでより強いブロックが作れることが期待できま
す。中性の素材で作ったブロックは砕ければ土や
石に戻ります。竹も自然素材です。竹筋コンク
リートは、丈夫で環境への負荷が小さい水制ブロッ
クとして活躍してくれると考えられます。 

29－　　　－

共生のひろば　５号, ２９－３１, ２０１０年３月

※この活動は三田土木事務所協力のもと、池尻川のホタルを再生するために
　兵庫県立有馬高校などの他団体の方々と協力して行っています。
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配合１ 配合２

　図１　コンクリートの配合
　　　　配合１：メーカー推奨
　　　　配合２：コンクリートづくりのプロより指導

図2　各ブロックの強度の比較



１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
　　　　　　　　　

３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
　　　　　　　　　

５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）

　　　　　　　　　　　
７）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
　　　　　　　　　　　　　

30－　　　－



31－　　　－

９）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）

　　　　　　　　　　　
１１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
　　　　　　　　　　　

１３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）




